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1 自己紹介



自己紹介

タイミー DevEnable室 DevRel

河又 涼

2015年：新卒で大手メーカーに入社

2017年：Forkwell などを展開する株式

会社Groovesに入社

2023年：株式会社タイミーに入社

Side：

DevRel Guild主宰

2023年9月よりSlackベースのDevRelコミュ

ニティを立ち上げ。現在500名を超える参加者が

情報交換する場に



2 会社紹介



タイミーとは
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｢働きたい時間｣と｢働いてほしい時間｣を

マッチングするスキマバイトサービス

従来の「求人サイト」でも「派遣」でもない
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タイミーの特徴
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優良ワーカーの獲得
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タイミーの使われ方

働き手と雇い手がいるBtoCプラットフォームを提供しています。外からは見えづらいですが、スポットワークを実現するための雇い手

の手続きや課題は多く、そのプロセスのほとんどをシステム化しています。
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タイミーの実績

スキマ
バイト No.1
※1 ※2 [調査方法]インターネット調査 [調査期間]2024 年 2 月 9 日~11 日 [調査概要]スキマバイトアプリサービスの実態調査 [調査
委託先]株式会社マクロミル
※3 2024年12月時点　※4 2024年12月時点
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利用率 ・リピート率
※1 ※2

導入事業者数 159,000企業

ワーカー数 1,000万人

※4

※3
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会社の歴史
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■ ワーカー数





3 Timee with Ruby
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Backend
Ruby 3.3.3
Ruby on Rails 7.1.4

タイミーにおける Ruby
タイミーはRuby on Railsを活用した、モノリシックなシステムでサービスの開発を行っており、Rubyをビジネスロジック/ドメインロジッ
クの実装の中核に据えた開発を行っています。



多様な機能・品質を実現を支える Ruby

タイミーは単一のプロダクトのなかで、多くの顧客課題を解決しており、多様な機能提供を行っています。この機能群の実現において

Rubyは様々なシステムの要求を満たし事業価値を実現しています。
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松本宗太郎 氏 をフルタイムのRubyコミッターとして採用

略歴

Rubyコミッター。大学院でRubyプログラムの型検査の研究に取り組

み、修了後はスタートアップでWebアプリケーションの開発に従事。

2017年から型検査ツールSteepの開発を始め、2019年からはRuby

コミッターとしてRuby標準の型定義言語RBSの開発を主導する。

2024年4月、タイミーにフルタイムRubyコミッターとして入社。博士

（工学）。



タイミーとしてもRBSに取り組み中

開発速度を高めるためにフィードバックサイ

クルの高速化を目的としてRBSを導入。



継続的にRubyKaigiへの協賛を行っております

2020年 Ruby
2021年（Takeout）Gold
2022年 Platinum
2023年 Ruby
2024年 Ruby
2025年 Ruby（に通ったらいいな）

2020年から継続的にRubyKaigiへの協賛を行ってい
ます。
今後もRubyコミュニティの一員として貢献してまいり
ます。



タイミーでは技術コミュニティに

自社のイベントスペースを

オープン化しています！
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【タイミー東京本社（汐留）概要】

住所：〒105-7135 東京都港区東新橋1丁目5-2 汐留シティセンター35階
アクセス：JR「新橋駅」より徒歩3分、都営大江戸線「汐留駅」より徒歩1分
収容規模：〜70名ぐらい（余裕見てなので、実際はもう少しいけます）

設備：スクリーン2基・マイク2本・ゲストwifiあり

利用可能日程：原則平日夜（18時以降開始で22時頃までに完全撤収イメージ）

備考：飲食可能（アルコール可）



Ruby biz Grand prix 2024 大賞

2023年のソーシャルインパクト賞
の受賞を経て、ついに24年には念
願の大賞を受賞

タイミーにとって2024年は上場な
どもあり、あらゆる意味で区切り
の１年になりました。



4 Rubyコミュニティの魅力



#rubyfriends

● このようなハッシュタグが存在するのは認識している限りはRubyぐらい

● これが広く浸透しているのでノリで知らない人とでも写真撮ったりできる

● 海外の人が相手でも全然通用する

● 成熟したコミュニティなので恩送りが根付いている感がある



やはり、日本発であることは偉大

● RubyKaigiの様な日本で開催されるカンファレンスにおいて
「Ruby Committers and the World」の光景は異常（褒め言葉）

● 著名なOSSの作者やRubyの生みの親であるMatzさんに直接意見を届けられ
たりするのもRubyならでは

● 日本語のドキュメントの豊富さも素晴らしい



使っている人がハッピー

Forkwell調査：100名調査：Rubyエンジニアの楽しさと悩みを大解剖
https://pr.forkwell.com/data_insights/the-joys-and-woes-of-ruby/ より

https://pr.forkwell.com/data_insights/the-joys-and-woes-of-ruby/
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ローカルコミュニティが盛ん

● 最近だとPHPが各所でカンファレンスを盛んにやっているがローカルのカン
ファレンスサイズじゃない勉強会が各所で根付いているのは強い
（eg. asakusa.rbやomotesando.rbなど）

● コロナの断絶も乗り越えているのでそもそもコミュニティとしての面構えが
違う



技術者としての色が強いコミュニティ性

● 開発言語のコミュニティであれば何処もそう、ということではない

● Evilであることは嫌われ、純度高くコミュニティに貢献する姿勢がしっかり
と見られる性質がある。とても職人な性質を感じるコミュニティ

● 純度高くやってきて、タイミーは幸いにも多くのRubyist仲間に恵まれた



そしてコミュニティの良さは何が嬉しいのか

● 心の健康にいい

● 採用シーンにおいて、Evilであることが見抜かれ、支持されないとい
うことは健全性が高い

● 技術にしっかりと向き合うという本質を追求することで採用マーケッ
トでも強くあれる
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